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大阪アニメーションカレッ
ジ専門学校

平成16年3月30日 井原延治
〒564-0062
大阪府吹田市垂水町3-29-7

（電話） 03-6734-2939

（別紙様式４）

令和2年7月31日※１
（前回公表年月日：令和元年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大阪創都学園 昭和63年3月30日 鈴木雅文
〒123-1234
東京都千代田区霞が関３－２－２

（電話）

文化・教養 文化・教養専門課程 アニメーション学科（CGアニメーションコース）
平成17年文部科学省

告示第177号
-

学科の目的 教育基本法、及び学校教育法に基づきアニメーション製作及び作画表現に関し必要とされる技能を養成し、又は教育の向上を図ることを目的とする。

06-6369-5167
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成31年3月5日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 248時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1768時間 188時間 896時間 436時間

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～翌年3月31日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
前後期試験結果及び出席・平常点等総合評価

50人 31人 9 人 4 人 3 人 7 人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：7月21日～8月31日
■冬　 季：12月21日～1月9日
■学年末：翌年3月31日

卒業・進級
条件

前後期総合評価結果及び２／３以上の出席

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
地域ボランティア清掃活動、地域イベントでの似顔絵コー
ナーの出店「イラストワークショップ」開催など

電話・家庭訪問及び保護者との情報共有

■サークル活動： 有

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 13
81.25■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 72.2

平成31年4月1日時点において、在学者　33名（平成31年年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者　29名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

・経済的理由　･進路変更の為

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

ホームページにおいて公開（URL:　http://www.osaka-anime.jp/data/）

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
・企業研修/就職活動対策講座/学内外での企業説明会

■卒業者数 18
■就職希望者数 16

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
アニメーション制作会社 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
個人面談を定期的に実施,個別のマッチング状況を確認。また、毎月の出席率管理を行い保護者とも連絡を取り登校を促すことで継続意欲を持たせる。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
特待生制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

②

③

③

③

③

総合学科　学科
長

声優学科　学科
長

アニメーション学
科　学科長

マンガ・イラスト
学科　学科長

副校長

（年間の開催数及び開催時期）

西嶋　信一郎 大阪アニメーションカレッジ専門学校

鈴木　祐 大阪アニメーションカレッジ専門学校

西尾　拓也 大阪アニメーションカレッジ専門学校

国本　英樹 株式会社　EARLY WING　声優・SNT大阪事務局担当
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

令和2年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

山川　直子 NPO法人　日本話しことば協会　理事長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程編成委員会においては、本校教育課程充実に向け、各学科関連業界との連携を密にし、現状カリキュラムの確
認や今後取り入れていくべき内容についての闊達な意見交換を行う。また、審議内容についての本校教育課程への導入
等について審議していくものとする。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本委員会は、各学科ごとに実施運営される。本委員会にて決議した内容については学校長へ答申し、学科別会議や各専
攻分会、授業別会議等において、内容等について審議したうえで教育課程編成に可能な範囲で反映していくものとする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高垣　雅彦 日本橋まちづくり振興　株式会社　日本橋CGアニメ村事務局長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

畑中　太一 株式会社　クリエイターズインパック　プロデューサー
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、３月）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
卒業製作は、アナログやデジタルを含めたアニメーションを作る工程、テクニック等を習得する大きな機会となるが、コミュ
ニケーションには、何かの工夫が必要となる。発言のために用意する機会(プレゼンテーション)を、しっかりカリキュラムに
組み込んで行うようにした方が良い。CG実習室の環境整備とともにより深くCGアニメーションを学べるカリキュラムを構
築。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年１１月２６日　１７：００～１８：００
第２回　令和２年３ 月２７日　コロナウイルス感染拡大防止対策の為、予定を変更し　５月２２日　15:00～16:00に実施
0

小畠　昌男 株式会社　ラクジン　管理部　課長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

酒井　勇二 大阪アニメーションカレッジ専門学校

和田　伸一 大阪アニメーションカレッジ専門学校



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

色彩設計
色彩による視覚効果の理解を深め、作品の中に反映させることを目的
とします。色彩士検定３級取得するための対策授業。 株式会社　色彩カーサ

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、カリキュラム・授業構築において業界関係企業との連携を密にし、実践に対応した教育内容を提供するために努
力していく。また、内容に応じて業界関係企業と提携し、実技・実習・演習等の運営を委託し実施していく。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

企業連携により目指す職業に必要不可欠な色彩設計の基礎から幅広い知識と、実際に色を使うための技能の両方に重
点をおいて色彩感覚を学びます。全国美術デザイン教育振興会が運営する「色彩士検定3級」を受験取得。又、業界の方
を講師として直接指導及び作品審査、評価を頂き、成績評価を行います。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「クリエーターのための著作権セミナー」(連携企業等：ODCC[大阪ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ創出協議会]、株式会社
サーティファイ)
期間：令和元年5月14日(火)　対象：教員10名
内容：協会主催及び株式会社サーティファイ協力による著作権についての研修会(ACCS専務理事　久保田裕氏による『著
作権を知ることから生まれる新たな発想や創作・創造価値について』の研修会)

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 教育機関向け「オンライン授業に向けたZoom活用法を知る」(連携企業：株式会社Too)
期間：令和2年年4月24日(金)　対象：教員9名
内容：ビデオ会議システムの活用法を体験しながらクラウドサービスを利用したオンライン授業の構築の仕方を学ぶ

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「WCCC教育関係者向けクリエイティブ業界トレンドウェビナー」(連携企業：株式会社ワコム)
期間：令和2年6月25日(木)<アニメ・CG・映像編>　対象：教員2名
内容：現在のクリエイティブ市場の概況および業界のワークフローに基づく技術トレンド、取り組みと傾向、学生に求められ
るスキル等の解説

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
教職員が学校の基本方針を理解し業務を遂行する上において、自身の自己研鑽に努めることの必要性を理解するとともに、学生・生徒の人材育
成において必要な知識や技術の習得を目的とする。また、全体での実施はもちろん、自己研鑽における自発的な研修参加や各種表現活動等に
ついても業務に支障のない範囲でバックアップする。教員は、大阪創都学園　講師・教職員研修規定に基づいて、学園又は各種団体等の研修を
受け、資質の向上に努めていく。その内容については、教務部が定める年間行事予定において計画される。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「プレゼンテーションスキルセミナー」(連携企業：株式会社ベネッセiキャリア)
期間：令和3年3月23日(火)　対象：教員60名
内容：プレゼンテーションスキルを教育に活かす教員研修会



種別
地域関係
者
教育関係
者
業界関係
者

卒業生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価においては、本校にて実施している自己評価を基に、業界企業・教育団体・地域との連携による教育活
動など、本校教育活動についてを説明。そして、さらなる教育活動へつなげていくために多角的にその運営が適正に行わ
れているのかを審議・助言いただき、今後の発展・改善に寄与していく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価を基に、保護者との情報共有をより強化。教育に必要とされる実習施設や備品に関しては、新規導入を
毎年検討している。グループワーク的な実習が多い学科なので、企業に派遣するというかたちのインターンシップは難しい
が、アニメーションのコンテンツ制作プロジェクトへの参加、より多くのコンテストやプレゼン形式の研修を用意、各クライア
ント担当者の方々に来て頂きプレゼン的な講義や説明、または打ち合わせ等が出来る環境を用意している。
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

　　　令和2年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 ※該当なし

三原　淑治 エム・アイ・プランニング株式会社　代表取締役
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

北原　優希 株式会社キャラ　所属ナレーター・タレント
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

瀧川　紀征 吹田商工会議所　副会頭
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

東　龍太郎 科学技術学園高等学校　通信課程大阪分室長
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: http://www.osaka-anime.jp/data/
公表時期：１０月３１日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の理念でもある、“業界にとって信頼できる人材育成機関であること”を実践していくためには、本校教育内容等の情
報提供について積極的に行っていくべきである。本校は、学生の日常・教育内容などについてWEBサイト・冊子の発行等
を通じて行っていくこととする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 日常トピックス、行事レポートの公表
（６）学生の生活支援 ※該当なし
（７）学生納付金・修学支援 募集要項、教育ローンの案内

（２）各学科等の教育 各専攻カリキュラム概要
（３）教職員 講師、特別講師
（４）キャリア教育・実践的職業教育 産学協同特別授業

（１１）その他 ※該当なし
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: http://www.osaka-anime.jp/data/

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 ※該当なし

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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1 〇 デッサン
形を捉えるクロッキー力や明暗、立体感などの捉え方を学
び、基礎的な画力をつける　ものを見る観察力を養い大型
デッサンや応用的な作品作りを目指す。

1･2
年
通
年

310 20 ○ ○ ○

2 〇 業界概論
将来進む進路である業界を知り、業界に進むための基礎知
識を身につけ、就職デビューに向けた指導を含めたポート
フォリオ制作

1･2
年
通
年

124 8 ○ ○ ○

3 〇 構造作画
作画に必要な知識と描画力を身につける　　動画の基本知
識の習得と絵描きとして必要な描画力の向上を目指す。

1年
半
期

64 2 ○ ○ ○

4 〇 アニメ制作
「産学協同アニメ」の制作を通して、アニメ制作の一連の
流れを学び、プロとしての責任感とコミュニケーションの
必要性を学ぶ。

1年
半
期

60 4 ○ ○ ○

5 〇 作画
デジタル作画の基礎を学ぶ　　アニメーターに必要な動画
の基礎知識やテクニックを学ぶと共に作画のスピードアッ
プを目指す

1年
通
年

124 4 ○ ○ ○

6 〇
デジタルワー
ク

業界標準のPhotoshop、Illustratoの基本を学び、作品の
制作までを学ぶ。

1年
通
年

62 2 ○ ○ ○

7 〇
パ ー ス ペ ク
ティブ

基本的な透視図法から空間描写の理解を深めます。同時に
画面構成やカメラアングル、人物、背景パースを学びま
す。

1年
半
期

32 2 ○ ○ ○

8 〇 色彩設計
色彩による視覚効果の理解を深め、作品の中に反映させる
ことを目的とします。
色彩士検定３級取得するための対策授業。

1年
半
期

32 2 ○ ○ ○ ○

9 〇 映像演出
脚本を元に絵コンテの見方、書き方を学び、具体的な映像
演出を学びます。映像制作の作法や段取り、映像表現のテ
クニックを学びます。

1年
半
期

30 2 ○ ○ ○

10 〇
デジタルペイ
ント基礎

RETAS!によるデジタル彩色技術を学ぶことで、アニメ制作
の一連の流れと必要な素材の必要性を学ぶ

1年
半
期

30 1 ○ ○ ○

11 〇 撮影・編集
After EffectsやPremiereの操作を学び、映像表現の幅を
広げる

2年
通
年

124 4 ○ ○ ○

12 〇 卒業制作
卒業制作としてオリジナルCGアニメーションをクラス単位
で制作する

2年
通
年

124 8 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化･教養専門課程アニメーション学科　CGアニメーションコース）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ 3DCG制作

Mayaにおける基礎的なポリゴンモデリング、カーブモデリ
ングを中心に学びます。基モデリング、マテリアル設定、
キャラクター作成、スケルトン、スキニング、カメラワー
クなど3Dアニメーション制作を学びます。

1･2
年
通
年

248 16 ○ ○ ○

14 ○
3DCGモデリン
グ

ビジュアルコンセプト立案のための発想と発想したアイデ
アのビジュアライズを何度も行うことによって、
コンセプトメイキングに必要な柔軟な思考を養う。
Mayaだけでなく3D素材のPhotoshop等を使ったレタッチ作
業を学びコンセプトアートの完成を目指す。

2年
通
年

124 4 ○ ○ ○

15 ○
モーションデ
ザイン

Mayaにおける3DCGアニメーションの基本を履修する。
特に人体キャラクターを利用した手付けアニメーションに
より、リアリティのある動きの再現を目指す。
また最終的な制作課題である卒業制作を通して3DCGアニ
メーション技術の総合的な向上を目指す。

2年
通
年

124 8 ○ ○ ○

16 ○ 学外実習
1年次は、江坂公演、2年次は日本民家集落博物館での野外
スケッチ会。何れも9月～10月に実施。 20 0 ○ ○ ○

17 ○ イベント制作

毎年秋に実施される学園祭を通じイベント制作のプロセス
を学びます。クラス単位での参加やグループ毎の参加も可
能とし実行委員会を通じて模擬店や作品発表ステージパ
フォーマンスを行います。

64 2 ○ ○ ○

18 ○ 作品展

毎年年度末に実施しする「進級卒業作品展」です。全ての
授業の集大成として全学年の個人作品を展示します。外部
企業様やご父兄にもご案内し、ご来場者の投票により優秀
作品を選出し表彰します。

64 2 ○ ○ ○

19 ○ 芸術鑑賞
著名アニメーション映画作品の鑑賞。（学年毎一回、時期
未定） 8 0 ○ ○ ○

科目 1768単位時間(    91単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

学則、第21条、第22条に則り、各学期末の試験結果及び所定の出席日数により決定する。尚、各科目の試験
などの内容については、各学科長及び担任と授業担務者が打ち合わせの上、決定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間15週/16週

（留意事項）



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

色彩士検定3級 ③ 17人 14人

人
人
人
％

％

（令和 元

4 名 12 ％

大阪アニメーションカレッ
ジ専門学校

平成16年3月30日 井原延治
〒564-0062
大阪府吹田市垂水町3-29-7

（電話） 03-6734-2939

（別紙様式４）

令和2年7月31日※１
（前回公表年月日：令和元年7月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人大阪創都学園 昭和63年3月30日 鈴木雅文
〒123-1234
東京都千代田区霞が関３－２－２

（電話）

文化・教養 文化・教養専門課程 アニメーション学科（アニメーターコース）
平成17年文部科学省

告示第177号
-

学科の目的 教育基本法、及び学校教育法に基づきアニメーション製作及び作画表現に関し必要とされる技能を養成し、又は教育の向上を図ることを目的とする。

06-6369-5167
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成31年3月5日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 248時間
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間 1768時間 188時間 896時間 436時間

学期制度
■前期：4月1日～9月30日
■後期：10月1日～翌年3月31日 成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
前後期試験結果及び出席・平常点等総合評価

50人 31人 9 人 4 人 3 人 7 人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：7月21日～8月31日
■冬　 季：12月21日～1月9日
■学年末：翌年3月31日

卒業・進級
条件

前後期総合評価結果及び２／３以上の出席

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等
地域ボランティア清掃活動、地域イベントでの似顔絵コー
ナーの出店「イラストワークショップ」開催など

電話・家庭訪問及び保護者との情報共有

■サークル活動： 有

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数 13
81.25■就職率　　  　　　 　　　　：

■卒業者に占める就職者の割合
： 72.2

平成31年4月1日時点において、在学者　33名（平成31年年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者　29名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

・経済的理由　･進路変更の為

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

ホームページにおいて公開（URL:　http://www.osaka-anime.jp/data/）

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
・企業研修/就職活動対策講座/学内外での企業説明会

■卒業者数 18
■就職希望者数 16

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
アニメーション制作会社 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組
個人面談を定期的に実施,個別のマッチング状況を確認。また、毎月の出席率管理を行い保護者とも連絡を取り登校を促すことで継続意欲を持たせる。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
特待生制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）



種別

②

③

③

③

③

総合学科　学科
長

声優学科　学科
長

アニメーション学
科　学科長

マンガ・イラスト
学科　学科長

副校長

（年間の開催数及び開催時期）

西嶋　信一郎 大阪アニメーションカレッジ専門学校

鈴木　祐 大阪アニメーションカレッジ専門学校

西尾　拓也 大阪アニメーションカレッジ専門学校

国本　英樹 株式会社　EARLY WING　声優・SNT大阪事務局担当
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

令和2年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

山川　直子 NPO法人　日本話しことば協会　理事長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
教育課程編成委員会においては、本校教育課程充実に向け、各学科関連業界との連携を密にし、現状カリキュラムの確
認や今後取り入れていくべき内容についての闊達な意見交換を行う。また、審議内容についての本校教育課程への導入
等について審議していくものとする。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

本委員会は、各学科ごとに実施運営される。本委員会にて決議した内容については学校長へ答申し、学科別会議や各専
攻分会、授業別会議等において、内容等について審議したうえで教育課程編成に可能な範囲で反映していくものとする。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高垣　雅彦 日本橋まちづくり振興　株式会社　日本橋CGアニメ村事務局長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

畑中　太一 株式会社　クリエイターズインパック　プロデューサー
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年２回　（９月、３月）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
卒業製作は、アナログやデジタルを含めたアニメーションを作る工程、テクニック等を習得する大きな機会となるが、コミュ
ニケーションには、何かの工夫が必要となる。発言のために用意する機会(プレゼンテーション)を、しっかりカリキュラムに
組み込んで行うようにした方が良い。ここ数年業界水準となるデジタル作画を強化したカリキュラムに移行。

（開催日時（実績））
第１回　令和元年１１月２６日　１７：００～１８：００
第２回　令和２年３ 月２７日　コロナウイルス感染拡大防止対策の為、予定を変更し　５月２２日　15:00～16:00に実施
0

小畠　昌男 株式会社　ラクジン　管理部　課長
平成31年4月1日～令和3年3月31
日（２年）

酒井　勇二 大阪アニメーションカレッジ専門学校

和田　伸一 大阪アニメーションカレッジ専門学校



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

色彩設計
色彩による視覚効果の理解を深め、作品の中に反映させることを目的
とします。色彩士検定３級取得するための対策授業。 株式会社　色彩カーサ

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校は、カリキュラム・授業構築において業界関係企業との連携を密にし、実践に対応した教育内容を提供するために努
力していく。また、内容に応じて業界関係企業と提携し、実技・実習・演習等の運営を委託し実施していく。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

企業連携により目指す職業に必要不可欠な色彩設計の基礎から幅広い知識と、実際に色を使うための技能の両方に重
点をおいて色彩感覚を学びます。全国美術デザイン教育振興会が運営する「色彩士検定3級」を受験取得。又、業界の方
を講師として直接指導及び作品審査、評価を頂き、成績評価を行います。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

研修名「クリエーターのための著作権セミナー」(連携企業等：ODCC[大阪ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ創出協議会]、株式会社
サーティファイ)
期間：令和元年5月14日(火)　対象：教員10名
内容：協会主催及び株式会社サーティファイ協力による著作権についての研修会(ACCS専務理事　久保田裕氏による『著
作権を知ることから生まれる新たな発想や創作・創造価値について』の研修会)

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名 教育機関向け「オンライン授業に向けたZoom活用法を知る」(連携企業：株式会社Too)
期間：令和2年年4月24日(金)　対象：教員9名
内容：ビデオ会議システムの活用法を体験しながらクラウドサービスを利用したオンライン授業の構築の仕方を学ぶ

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「WCCC教育関係者向けクリエイティブ業界トレンドウェビナー」(連携企業：株式会社ワコム)
期間：令和2年6月25日(木)<アニメ・CG・映像編>　対象：教員2名
内容：現在のクリエイティブ市場の概況および業界のワークフローに基づく技術トレンド、取り組みと傾向、学生に求められ
るスキル等の解説

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記
教職員が学校の基本方針を理解し業務を遂行する上において、自身の自己研鑽に努めることの必要性を理解するとともに、学生・生徒の人材育
成において必要な知識や技術の習得を目的とする。また、全体での実施はもちろん、自己研鑽における自発的な研修参加や各種表現活動等に
ついても業務に支障のない範囲でバックアップする。教員は、大阪創都学園　講師・教職員研修規定に基づいて、学園又は各種団体等の研修を
受け、資質の向上に努めていく。その内容については、教務部が定める年間行事予定において計画される。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「プレゼンテーションスキルセミナー」(連携企業：株式会社ベネッセiキャリア)
期間：令和3年3月23日(火)　対象：教員60名
内容：プレゼンテーションスキルを教育に活かす教員研修会



種別
地域関係
者
教育関係
者
業界関係
者

卒業生

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念・目標
（２）学校運営 学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校関係者評価においては、本校にて実施している自己評価を基に、業界企業・教育団体・地域との連携による教育活
動など、本校教育活動についてを説明。そして、さらなる教育活動へつなげていくために多角的にその運営が適正に行わ
れているのかを審議・助言いただき、今後の発展・改善に寄与していく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境 教育環境
（７）学生の受入れ募集 学生の受入れ募集
（８）財務 財務

（３）教育活動 教育活動
（４）学修成果 学修成果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
学校関係者評価を基に、保護者との情報共有をより強化。教育に必要とされる実習施設や備品に関しては、新規導入を毎年検討している。グ
ループワーク的な実習が多い学科なので、企業に派遣するというかたちのインターンシップは難しいが、アニメーションのコンテンツ制作プロジェク
トへの参加、より多くのコンテストやプレゼン形式の研修を用意、各クライアント担当者の方々に来て頂きプレゼン的な講義や説明、または打ち合
わせ等が出来る環境を用意している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和2年7月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流 ※該当なし

三原　淑治 エム・アイ・プランニング株式会社　代表取締役
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

北原　優希 株式会社キャラ　所属ナレーター・タレント
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

瀧川　紀征 吹田商工会議所　副会頭
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

東　龍太郎 科学技術学園高等学校　通信課程大阪分室長
平成31年4月1日～令和3年年
3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: http://www.osaka-anime.jp/data/
公表時期：１０月３１日



（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校の理念でもある、“業界にとって信頼できる人材育成機関であること”を実践していくためには、本校教育内容等の情
報提供について積極的に行っていくべきである。本校は、学生の日常・教育内容などについてWEBサイト・冊子の発行等
を通じて行っていくこととする。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目
（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要、教育理念、教育目標

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（５）様々な教育活動・教育環境 日常トピックス、行事レポートの公表
（６）学生の生活支援 ※該当なし
（７）学生納付金・修学支援 募集要項、教育ローンの案内

（２）各学科等の教育 各専攻カリキュラム概要
（３）教職員 講師、特別講師
（４）キャリア教育・実践的職業教育 産学協同特別授業

（１１）その他 ※該当なし
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL: http://www.osaka-anime.jp/data/

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価
（１０）国際連携の状況 ※該当なし

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
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1 〇 デッサン

形を捉えるクロッキー力や明暗、立体感などの捉え
方を学び、基礎的な画力をつける　ものを見る観察
力を養い大型デッサンや応用的な作品作りを目指
す。

1･2
年
通
年

310 20 ○ ○ ○

2 〇 業界概論
将来進む進路である業界を知り、業界に進むための
基礎知識を身につけ、就職デビューに向けた指導を
含めたポートフォリオ制作

1･2
年
通
年

124 8 ○ ○ ○

3 〇 構造作画
作画に必要な知識と描画力を身につける　　動画の
基本知識の習得と絵描きとして必要な描画力の向上
を目指す。

1年
半
期

64 2 ○ ○ ○

4 〇 アニメ制作
「産学協同アニメ」の制作を通して、アニメ制作の
一連の流れを学び、プロとしての責任感とコミュニ
ケーションの必要性を学ぶ。

1年
半
期

60 4 ○ ○ ○

5 〇 作画
デジタル作画の基礎を学ぶ　　アニメーターに必要
な動画の基礎知識やテクニックを学ぶと共に作画の
スピードアップを目指す

1年
通
年

124 4 ○ ○ ○

6 〇
デジタルワー
ク

業界標準のPhotoshop、Illustratoの基本を学び、
作品の制作までを学ぶ。

1年
通
年

62 2 ○ ○ ○

7 〇
パ ー ス ペ ク
ティブ

基本的な透視図法から空間描写の理解を深めます。
同時に画面構成やカメラアングル、人物、背景パー
スを学びます。

1年
半
期

32 2 ○ ○ ○

8 〇 色彩設計
色彩による視覚効果の理解を深め、作品の中に反映
させることを目的とします。
色彩士検定３級取得するための対策授業。

1年
半
期

32 2 ○ ○ ○ ○

9 〇 映像演出
脚本を元に絵コンテの見方、書き方を学び、具体的
な映像演出を学びます。映像制作の作法や段取り、
映像表現のテクニックを学びます。

1年
半
期

30 2 ○ ○ ○

10 〇
デジタルペイ
ント基礎

RETAS!によるデジタル彩色技術を学ぶことで、アニ
メ制作の一連の流れと必要な素材の必要性を学ぶ

1年
半
期

30 1 ○ ○ ○

11 〇 撮影・編集
After EffectsやPremiereの操作を学び、映像表現
の幅を広げる

2年
通
年

124 4 ○ ○ ○

12 〇 卒業制作
卒業制作としてオリジナルCGアニメーションをクラ
ス単位で制作する

2年
通
年

124 8 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（文化･教養専門課程アニメーション学科　アニメーターコース）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



13 ○ 背景

背景美術の仕事を理解し、ポスターカラーを使った
アナログ背景の基本的な表現技法を身に付ける。透
視図法をふまえた空間表現を学び実践的描画力の強
化背景作画における実践的な応用技術を理解し、現
場適応力の強化を目指す。

1･2
年
通
年

186 12 ○ ○ ○

14 ○
ア ニ メ ・ コ
ミック概論

アニメ・コミックの変遷を学んで次世代アニメの表
現や可能性を考える

1年
半
期

32 2 ○ ○ ○

15 ○ デジタル作画
CLIP STUDIO PAINTを用いて、フルデジタルでの人
物・エフェクト描画の実習

1年
半
期

30 1 ○ ○ ○

16 ○
デジタルペイ
ント

仕上げの現場で行われている作業を幅広く学び、卒
業制作で実践する

2年
通
年

124 4 ○ ○ ○

17 ○ アニメ制作
1年生に学んだ基本動画の復習と就職に向けた作品
制作および卒業制作作業

2年
通
年

124 8 ○ ○ ○

18 ○ 学外実習
1年次は、江坂公演、2年次は日本民家集落博物館で
の野外スケッチ会。何れも9月～10月に実施。

20 0 ○ ○ ○

19 ○ イベント制作

毎年秋に実施される学園祭を通じイベント制作のプ
ロセスを学びます。クラス単位での参加やグループ
毎の参加も可能とし実行委員会を通じて模擬店や作
品発表ステージパフォーマンスを行います。

64 2 ○ ○ ○

20 ○ 作品展

毎年年度末に実施しする「進級卒業作品展」です。
全ての授業の集大成として全学年の個人作品を展示
します。外部企業様やご父兄にもご案内し、ご来場
者の投票により優秀作品を選出し表彰します。

64 2 ○ ○ ○

21 ○ 芸術鑑賞
著名アニメーション映画作品の鑑賞。（学年毎一
回、時期未定）

8 0 ○ ○ ○

科目 1768単位時間(    91単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

合計

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

学則、第21条、第22条に則り、各学期末の試験結果及び所定の出席日数により決定する。尚、各科目の試験
などの内容については、各学科長及び担任と授業担務者が打ち合わせの上、決定する。

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 15週/16週

（留意事項）


